
7 年 2 月 22 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで

8 時 00 分から 16 時 00 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 笑み笑みらんど 作成日支援プログラム

・宿題、課題を専門の先生と行い、必要なスキルを身につけます。　　　　　　　　　  ・ゲームソフトを使って「プログラミング」にて自ら考える力育みます。
・レゴ、３Ｄブロック、パズルにて指先、認知トレーニング。       　　　　　　　　 ・順番でタブレット等の遊びの際にタイマーを利用し、時間に関する認知の形成。
・季節の製作（母の日製作にてフラワーアレンジメント等）ハサミやのりを使った工作、折り紙、写し絵、刺し子により感覚を活用して認知機能の発達を促します。

送迎実施の有無休日 日曜・祝日
年末年始

法人（事業所）理念 笑み笑みらんどで過ごす時間は　みんな　笑顔で楽しくなる　みつけよう、大切なもの　らんどで一緒に　ど力の結果は未来に繋がる

・帰りの会では活動の振り返りをして「できたねシール」の確認する時間を設けており、自分でプレゼンテーションをすることで言語表出の向上を図ります。
・ビンゴゲーム、宝探しゲームなど景品などおたのしみがあるゲームにて団結力やコミュニケーション能力を身につけます。
・年齢に合わせた読書本にて音読、読み聞かせにて言葉の発達を促します。　　　　　　・車中みんなで「しりとり」を行い、正しい言葉の理解と活用方法を支援します。

・色々なタイプの人生ゲームにて社会性を学び育成していきます。　　　　　　　　　　・駄菓子屋に行き、買い物をする体験、お金の計算、買い物をする一連の流れを学びます。
・スタッフとの継続的な関わりにて人間関係の構築していきます。　　　　　　　　　　・同学年、同学年以外の児童との関わりを通して他者との関わり方の形成。
・コミュニティセンター体育館、人文博物館等の社会資源を活用したり、ルールのある遊びや集団活動にて社会的マナーを身につけます。

支援方針
児童たちの第２のお家になればと思い、一軒家を改装して落ち着いた生活空間を実現し、「お友達に優しく出来る」「順番を守ることが出来る」「お友達が居ると楽しいなと思える」
など遊びの中から学んでいけれるような環境作りを心掛けております。小さい事業所ならではの、アクティブなお出かけ、児童とスタッフも一緒に本当に楽しいと思えるイベントにて一緒
に成長してけたらと思っています。

営業時間（平日）

営業時間（学校休業日）
なしあり

支　援　内　容

・定期的な心身の把握として、毎日の検温測定等の健康観察を行います。　　　　　　　・自らおやつを選び食することでの食育活動。
・1日のタイムスケジュールを設定し、生活リズムの安定を図ります。　　　 　　　　　・夏休みのプールにて衣類の着脱練習。
・靴箱に靴、上着、鞄、水筒を決められたところにしまい、手洗いうがい、何がどこにあるかを視野的支援にてお片付けなどの生活スキルの向上。

・基本的には晴れたら公園に行き、バトミントン、鬼ごっこ、しっぽ取り競争、色鬼、遊具での活動（夏休み期間はプールに入ります）にて体力作り。
・プロジェクターを利用して軽運動からハードダンスまで多岐にわたる活動、運動会のダンスの練習までリズムに合わせて身体感覚を養います。
・椅子に座って勉強机にて宿題、課題を取り組むことで基本となる姿勢保持を図ります。・犬の散歩にて楽しく身体機能向上、気分の向上を図ります。

本
人
支
援

主な行事等
毎月のイベント（1月：凧揚げ、2月：恵方巻作り、3月：ひな祭り、4月：お出かけ、5月：母の日製作、6月：映画鑑賞、7月：七夕製作、8月：夏祭り、9月：消防署見学、10月：ハロウィ
ン、11月みかん探し、12月：クリスマス会）
駄菓子屋におやつを買いに行ったり、晴れたら毎日公園、雨の日はコニュニティーセンターの体育館貸し切り、調理イベント、訓練など

家族支援
困りごと等が発生した際は調整を行い、相談及び面談の機会を設けます。
利用の際、送迎時は、いつでも相談に応じます。 移行支援

進学先、就労先との情報共有行う。
必要に応じて各関係機関と連携を図り、事業所以外での生活も充実に向け
取り組む。

地域支援・地域連携
他の通所支援事業所との交流、情報共有。地域連絡会への参加。
近隣の病院との連携。地域の農園とも提携し、季節のイベント実施。
管轄の消防署、警察に協力してもらい、訓練実施。

職員の質の向上
職員研修、勉強会を行い、支援力の向上を図る。
毎日ミーティングを実施し、情報共有をすることで統一支援を行う。


	支援プログラム参考様式

